い 事だろう と 思います。 して 見る と これらの 四 五の 新 

進 作 家 —— 必ずしも これらの 人に 限る 必要 はない が I 

I はまた 新ら しい 競争者 を 得らる る 事と 信ずる。 

この 競争者の 出かた である。 出かた に 二た 通り ある。 

一 つ は 自分の 網 張う ちへ 這ん つて 来て、 似寄った 武器 

と、 同種の 兵法 剣術で 競争 を やる。 元来 競争と なると 

たいていの 場合 は 同種 同類に 限る ようです。 同種 同類 

でない と、 本当の 比較が できない からで も あるし、 ひ 

とつ、 あいつ を 乗り越して やろうと 云う 時 は、 裏道が 

あっても かえって 気がつかないで、 やっぱり 当の 敵の 

向う に 見える 本街道 を あと を 慕 つ て 走け 出す のが 心理 



限り を 開拓して 変化 を 添える ような ものになる。 もつ 

とも 圏外の 競争が 列 1 しくなる と、 圏内の 競争 は 比較的 

穏 かになる。 また 圏内の 競争が 烈しい 時 は、 比較的 圏 

外が 平和で ある。 

圏内の 競争が 烈しくな るか、 圏外の 競争が 烈しくな 

るか、 どちらに 傾く か は、 読書界の 傾向で 大部き めら 

れる 問題であります。 もし 読書界が 把 住 性が 強く つ て、 

在来の 作物から なお 或 物 を 予期しつつ ある 間 は、 圏内 

の 競争の 方が 烈しい。 また 読書界が 推移 性に 支配され 

つつあって、 何 か 新 発展 を 希望す る 場合に は 圏外に 優 

勢な ものが あらわれ 勝になる。 もし 読書界が 両分され 



た 時から 二 派に 分れて いる。 あれ は 偶然の ような 必然 

のよう な 歴史 を 有して いるが 相互に 相互 を 研究し 啓発 

すると 云う 大 原則 を 政治 上に うまく 応用した もので あ 

ります。 もっとも これ は 圏外の 競争の 意味で ある。 そ 

ばんきん 

うして、 日本の 作物が 輓近四 五 年間に 大変 進歩した の 

は、 全く この 圏外の 競争心の 結果で はなかろう かと 思 

われる。 

まん "まつ 

圏外の 競争 は 一方に おいて 反撥 を 意味して いる。 け 

れ ども その 反撥の 裏面に は 同化の 芽 を 含んで いる。 反 

撥す ると 云う 事が すでに 対 者 を 知らねば できない 事に 

なる。 対 者 を 知る ために は 一 種の 研究 をし なければ な 



る 時で はなかろう かと 思います _ 
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